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渇水関連記事

水
資
源
開
発
の
重
要
性

沖
縄
の
水
事
情

水
資
源
開
発
の
現
状

嘉手納井戸群

北谷浄水場

西原浄水場那覇

倉敷取水ポンプ場

比謝川取水ポンプ場

長田取水ポンプ場

天願取水ポンプ場

西屋部取水ポンプ場

満名取水ポンプ場

源河取水ポンプ場

平南取水ポンプ場

喜如嘉取水ポンプ場

田嘉里取水ポンプ場

宇良取水ポンプ場

比地取水ポンプ場

与那取水ポンプ場

佐手前取水ポンプ場 佐手取水ポンプ場

辺野喜取水ポンプ場

宇嘉取水ポンプ場

座津武取水ポンプ場

武見取水ポンプ場

辺野喜ダム

普久川ダム

安波ダム

新川ダム

福地ダム

大保ダム

漢那ダム

倉敷ダム

久志浄水場

大保取水ポンプ場

漢那取水ポンプ場

管理中ダム

建設中ダム

取水ポンプ場

導水管

調整水路

川崎取水ポンプ場

石川浄水場

名護浄水場

金武ダム

山城ダム

億首ダム

羽地ダム

昭和47年度と平成15年度の水資源内訳

農業　65.8％

農業　30.3％
生活　18.8％

生活　60.6％

全国
18.8％

「（平成15年版）日本の水資源」より

沖縄
60.6％

工業　15.4％
工業　9.1％

全　　国沖　　縄

生活用水割合の比較

人口密度

沖縄本島
969人/km2

全　国
338人/km2

沖縄本島
2,107m3/人・年

全　国
5,114m3/人・年

１人当たりの平均降水量

　
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
平
成
十
六
年
三
月

は
、
渇
水
に
よ
る
給
水
制
限
の
実
施
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
時
期
で
し
た
。
沖
縄
本

島
に
お
け
る
平
成
十
五
年
の
降
雨
量
は
、

平
年
値
の
七
十
一
％
と
低
く
観
測
史
上
六

番
目
と
な
る
渇
水
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
十
六
年
当
初
か
ら
沖
縄
本
島
の
水
不

足
は
深
刻
で
し
た
。

　
幾
度
と
な
く
渇
水
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
県
民
に
対
し
更
な
る
節
水
を
呼
び

か
け
る
非
常
事
態
と
な
り
、
三
月
末
に
は

平
成
六
年
以
来
十
年
振
り
と
な
る
給
水
制

限
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
直
前
の
降
雨
に
よ
り
給
水
制
限
は
緊
急

回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
年
間
断
水
の
な

い
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
県
民
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
沖
縄
県
は
、
我
が
国
唯
一
の
島
嶼
県
で

他
府
県
に
比
べ
面
積
が
狭
く
、
大
き
な
山

地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
河
川
は
流
域

面
積
が
小
さ
く
、
流
路
延
長
が
短
い
上
に

河
川
勾
配
が
急
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
沖
縄
は
台
風

の
来
襲
を
多
く
受
け
ま
す
。
台
風
が
沖
縄

近
海
を
通
過
す
る
頃
は
勢
力
が
強
く
、
速

度
も
遅
い
こ
と
か
ら
降
雨
量
が
四
百
〜
五

百
ミ
リ
の
豪
雨
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
豪
雨
時
は

鉄
砲
水
と
な
っ
て
流
出
し
、
流
域
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
川
の
流
量
が
著
し
く
変
化
し
、

安
定
し
た
水
資
源
確
保
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
、
本
土
復
帰
以
前
か
ら
毎
年
の
よ
う

に
渇
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
本
島
の
人
口
は
、
戦
後
二
倍
以
上

に
な
り
、
そ
の
九
十
％
以
上
が
中
南
部
に

集
中
し
て
い
る
た
め
、
北
部
の
水
源
で
開

発
さ
れ
た
水
を
中
南
部
に
送
り
、
消
費
す

る
と
い
う
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
本
島
の
年
間
降
水
量
は
本
土
よ
り

も
多
い
の
で
す
が
、
人
口
密
度
は
約
三
倍

に
な
る
た
め
、
一
人
当
た
り
の
平
均
降
水

量
は
本
土
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
利
用
に
占
め
る
生
活
用
水
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
特
殊
な
水
の
利
用
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
土
復
帰
時
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
ダ
ム

に
よ
る
安
定
水
源
の
割
合
は
日
平
均
取
水

量
の
十
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
十
五
年
度
に
は
国
・
県
等
管
理
ダ
ム

に
よ
る
安
定
水
源
か
ら
の
取
水
割
合
が
七

十
％
近
く
に
ま
で
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
河
川
か
ら
の
不
安
定
取
水
の

割
合
は
依
然
と
し
て
高
く
、
少
雨
傾
向
で

河
川
水
が
減
少
す
る
と
、
供
給
量
は
不
足

し
、
水
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
渇
水
状
態

と
な
り
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
の
復
帰
前

後
、
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
た
給
水

制
限
は
、
そ
の
後
の
水
資
源
開
発
施
設
の

整
備
と
と
も
に
改
善
さ
れ
、
昭
和
五
十
六

年
か
ら
五
十
七
年
に
か
け
て
の
大
渇
水
以

来
、
隔
日
断
水
は
あ
っ
た
も
の
の
、
国
管

理
ダ
ム
か
ら
の
補
給
に
よ
り

乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
民
の
生
活
水
準

の
向
上
、
産
業
の
発
展
、
人
口
・

観
光
客
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、

水
需
要
は
確
実
に
伸
び
て
き

て
お
り
、
渇
水
の
危
険
性
は

依
然
と
し
て
高
く
、
沖
縄
県

の
経
済
発
展
の
鍵
を
握
る
の
は
、

水
の
安
定
供
給
の
確
保
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
沖

縄
県
の
重
要
な
課
題
と
し
て

水
資
源
開
発
を
着
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

日平均
取水量
227.8千m3

河川水
124.5千m3

54.6％

企業局
管理ダム
33.9千m3

14.9％

地下水
69.4千m3

30.5％

ダム合計
320.9千m3

69.7％

国管理ダム
248.8千m3

54.1％

倉敷ダム
50.0千m3

10.8％

企業局
管理ダム
22.1千m3

4.8％

河川水
81.2千m3

17.6％

地下水
43.1千m3

9.4％

海淡水
15.0千m3

3.3％

日平均
取水量
460.2千m3

昭和47年度

平成15年度

一
、
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
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羽地ダム全景

式辞（竹林義久沖縄総合事務局長）

鎮定の儀くす玉解披

万歳三唱（渡口潔沖縄総合事務局次長）

挨拶を述べられる西銘順志郎内閣府大臣政務官

二
、
羽
地
ダ
ム
竣
工
式

三
、
大
保
ダ
ム（
脇
ダ
ム
）定
礎
式

　
平
成
十
七
年
二
月
十
三
日
、
大
宜
味

村
に
建
設
中
の
大
保
ダ
ム
（
脇
ダ
ム
）

に
お
い
て
、
地
元
関
係
者
や
行
政
関
係

者
及
び
工
事
関
係
者
等
約
百
五
十
名
が

見
守
る
中
、
定
礎
式
典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
の
式

辞
に
始
ま
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
次
長

の
挨
拶
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
地
域
・

離
島
振
興
局
長
お
よ
び
地
元
の
大
宜
味

村
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
の
先
導

の
も
と
、
国
頭
サ
バ
ク
イ
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
ダ
ム
事
務
所
職
員
、
施
工
業
者

約
三
十
名
に
よ
り
礎
石
が
搬
入

さ
れ
、
「
鎮
定
の
儀
」
、
「
斎
槌
の

儀
」
、
「
埋
納
の
儀
」
と
順
次
、

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
盛
立
式
で
は
、
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
投
入
さ
れ
た
盛
立
材

料
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
、

振
動
ロ
ー
ラ
で
転
圧
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
く
す
玉
が
開

披
さ
れ
、
同
時
に
地
元
の
保
育

園
児
に
よ
り
風
船
が
放
た
れ
る
と
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱

の
声
が
ダ
ム
サ
イ
ト
に
鳴
り
響

き
ま
し
た
。
最
後
に
地
元
の
青

年
団
に
よ
る
力
強
い
エ
イ
サ
ー

の
演
舞
が
あ
り
、
式
典
は
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
脇
ダ
ム
工
事
は
最

盛
期
に
入
り
、
脇
ダ
ム
堤
体
は

平
成
十
八
年
度
、
本
ダ
ム
を
含

め
た
大
保
ダ
ム
は
平
成
二
十
一

年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

礎石搬入

くす玉開披

　
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
ダ
ム
事
務
所
が
、

沖
縄
本
島
北
部
の
名
護
市
郊
外
を
流
れ

る
羽
地
大
川
水
系
羽
地
大
川
に
、
沖
縄

本
島
の
水
資
源
開
発
の
一
環
と
し
て
建

設
を
進
め
て
き
た
「
羽
地
ダ
ム
」
の
竣

工
式
が
、
平
成
十
七
年
一
月
十
二
日
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
竣
工
を
迎
え
た

羽
地
ダ
ム
は
、
本
土
復
帰

後
三
十
三
年
間
で
、
北
部

ダ
ム
事
務
所
が
建
設
し
て

き
た
八
ダ
ム
目
の
直
轄
多

目
的
ダ
ム
で
す
。

�
�

羽
地
ダ
ム
は
、
羽
地
大

川
の
洪
水
調
節
、
か
ん
が

い
用
水
の
安
定
供
給
及
び

沖
縄
本
島
の
新
た
な
水
道

用
水
の
確
保
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年

度
か
ら
建
設
事
業
に
着
手

し
、
平
成
八
年
三
月
本
体

工
事
着
工
。
平
成
十
年
十

月
か
ら
堤
体
盛
立
を
開
始

し
、
平
成
十
二
年
三
月
に

盛
立
完
了
。
ま
た
、
平
成

十
三
年
七
月
か
ら
試
験
湛

水
を
開
始
し
、
平
成
十
六

年
六
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
竣
工
式
典
に
は
地
権
者
の
方
々
を
始
め
、

内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
国
土
交
通
省
河

川
局
企
画
専
門
官
、
沖
縄
県
副
知
事
、

名
護
市
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
北

部
ダ
ム
事
務
所
在
職
職
員
他
約
二
百
人

余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
主
催
者
の
竹
林
義
久
沖
縄

総
合
事
務
局
長
の
式
辞
に
続
い
て
西
銘

順
志
郎
内
閣
府
大
臣
政
務
官
か
ら
の
挨
拶
、

塚
原
浩
一
企
画
専
門
官
よ
り
国
土
交
通

大
臣
の
挨
拶
代
読
が
あ
り
、
来
賓
を
代

表
し
て
嘉
数
昇
明
沖
縄
県
副
知
事
よ
り

知
事
祝
辞
の
代
読
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
横
森
源
治
北
部
ダ
ム
事
務
所
長

よ
り
工
事
経
過
報
告
、
来
賓
紹
介
と
続
き
、

最
後
に
羽
地
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
り
事

業
の
重
要
性
を
ご
理
解
頂
き
、
積
極
的

に
協
力
・
貢
献
頂
い
た
名
護
市
及
び
羽

地
ダ
ム
対
策
地
主
協
議
会
並
び
に
羽
地

大
川
ダ
ム
対
策
委
員
会
に
対
し
竹
林
局

長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
ダ
ム
堤
頂
に
移
し
来

賓
の
方
々
と
沖
縄
総
合
事
務
局
代
表
者

に
よ
り
、
記
念
植
樹
、
記
念
放
流
、
く

す
玉
開
披
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
放
流
で
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

と
同
時
に
維
持
放
流
設
備
用
の
引
張
り

ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
か
ら
勢
い
よ
く
水
が

噴
出
す
る
模
様
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

さ
れ
、
浅
層
曝
気
装
置
を
兼
ね
た
噴
水

が
高
々
と
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

�
�

記
念
行
事
の
最
後
に
、
渡
口
潔
沖
縄

総
合
事
務
局
次
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
羽
地
ダ
ム

の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
羽
地
ダ
ム
が
地
域
の
安
全
と
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
末
永
く
人
々

の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
地
域

の
新
た
な
風
土
資
産
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。


